
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                            

 

みずきの会 ミニ観だより   12月号 
2017年 1月 15日    
 みずきの会 
代表 足立直義 
 

毎月第３日曜日午後１時より県立自然環境保全センターでミニ観察会を担当しています。私達と一緒に歩いて見ませんか。 

プラタナスで冬越し  

・樹皮を良く見ると小さな虫がいた。ヨコズナサシガメは黒白に赤がポイントになっていて美し

い。暖かいのか何匹もいた。 (H.T) 
・同じカメムシでも、種類によって越冬する形態が違うのに、驚きます。 (N.S) 
・今回は、糞の形や大きさを見て、行動している動物がイメジでき、良かった。(M.T) 
・クヌギカメムシは、卵に幼虫が孵った時のゼリーを用意する母親の偉い事感激.(Y.K) 
 

みぃつけた 

 

イノシシの糞 アオクサカメムシ成虫 

 
 

声！ミニ観に参加した人の

 

 

イヌシデ 

 プラタナスの樹皮の下には、カニムシや、プラタナスグンバイ、ツヅミミノムシ等

がいたので、虫としての冬越しの工夫は、大したものだと感心しました。  (H.I) 
 

クヌギカメムシ卵塊 
ゼリー状が (Y.K) 

 

 No。２０５ 

トラツグミ 

18日 晴 12℃ 
さくさくと枯葉道は気持ち良

く、子供に帰った様に楽しんで

歩きました。 
小さな虫達は、親であったり、

子供であったり、卵だったり、

色も形もカラフルで、楽しめま

した。 (K.U) 
去年のミニ観で 

＊ ブログ “丹沢大山山麓だより” を検索してみて下さい。 

★ ミニ観だより は、皆さんの感想を元に 作られています。 

ヨコズナサシガメ幼虫 

ツヅミミノムシ 

  

 

 

  

 


